
様式9（添付1-4)

平成27年度帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業

(II定住外国人の子供の就学促進事業）

事業内容報告書の概要

都道府県・市区町村名【滋賀県】

 

平成27年度に実施した取組の内容及び成果と課題

1.事業の実施体制

滋賀県 I二二〉
事業委託

2.具体の取組内容

0コーディネーター 1名

県内で当該事業の経験や知見を有するNP0に委託
＊特定非営利活動法人外国籍住民自立就労協会

0諏等との連絡調整を行うコーディネーターを配置
0日本語 ・ 学習支援教室の運営［日本語等指導者を配置］

＊連携団体：公益財団法人滋賀県国際協会（進路ガイダンス等開催）

・高校進学を希望する生徒の受検に向けての三者面談、県教育委員会や学校との連絡調整や協議
を行って教室運営を補助した。

0日本語及び教科指導者 2名
・コミュニケーションとしての日本語および学習に必要な日本語を指導した。
•高校受検に必要な教科学習を指導した。

3.成果と課題

0在籍生徒4名のうち3名は希望する高等学校の入学試験に合格した。(1名は転居により退室）

0進学後にドロップアウトすることがないよう、今後も継続的なフォローが必要と思われる。

4.その他（今後の取組等）

0日本語能力が不充分な子供達に短期間で日本語や教科を指導し、高校入試に合格するまでの能力
をつけていくには、個々の能力に対応したきめ細かな指導が必要である。指導者一人で十分な指導
ができるのは2名～3名で、その体制を整備するための自治体による継続的な事業費負担は予算的
に厳しいものがある。




